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1 パイロット事業の概要 

 

1.1 パイロット事業実施の目的 

平成 28 年度「U ターンを視野に入れた IGAMONO（伊賀者）育成促進事業」において考案した育成

コンテンツ案のうち 1 つを実施することで、その効果の有無を試験的に検証するとともに、育成コンテ

ンツ案をより効果的かつ効率的な内容へ改善するための示唆を得る。 

また、「IGABITO（伊賀びと）育成ビジョン（案）」の「育成コンテンツの実施方針」に記される、企

画から効果検証の一連のプロセスに沿ってコンテンツを実施することにより、今後生じうる問題等を把

握し、「育成コンテンツの実施方針」に有用なフィードバックを行う。 

 

1.2 パイロット事業選定の背景 

これからの地域の担い手となる若者たちが、大学進学等により一度市外へ転出した後も、将来的に U

ターンを志向するためには、伊賀をよく知り、好きになって、伊賀へ貢献したいと思う気持ち、いわ

ゆる郷土愛の醸成が重要となる。郷土愛の醸成にあたっては、伊賀の歴史・文化をはじめとする、伊

賀の郷土にまつわる知識力の向上が有効であると推察される。 

伊賀学検定は、「芭蕉・城・忍術・祭・文化財・歴史・文学・自然・生活文化・雑学等『伊賀』に関

する事柄全般」を検定内容としており、その受検により伊賀の郷土にまつわる知識を効果的、効率的

に得ることが可能である。 

以上のことより、今回、将来の地域の担い手となる高校生を対象に「伊賀学検定の受験を通して、

伊賀の歴史、文化、雑学等を学ぶ」事業をパイロット事業として選定し、下記の通り実施した。 

 

1.3 実施概要 

 対象：三重県立上野高等学校 普通科 1 年生 約 280 名 

 内容：第 12 回伊賀学検定受験、受験後のアンケート調査 

 日時：平成 29 年 2 月 22 日(水) 14:20～15:10 

 場所：上野高等学校 
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2 実施に向けた準備・調整 

 

2.1 パイロット事業の企画 

 

三重県立上野高等学校において高校 1 年生を対象に実施する「伊賀学検定」初級受験の取組みをパ

イロット事業として実施した。 

 

本パイロット事業の実施主体である県立上野高等学校では、高校一年生を対象とした総合的な学習

の時間において、地域を支え、地域の発展に貢献する人材を育成する「地域貢献夢プログラム」を実

施している。上野高等学校内の総合的な学習の時間研究委員会において、伊賀の地域資源・文化への

知識を深め、伊賀への誇りを醸成する観点から、「伊賀学検定」の初級受検をプログラムの一環として

検討しており、今回パイロット事業として実施することに協力いただいた。 

 

2.2 パイロット事業の事前準備・調整 

 

本パイロット事業の実施においては上野高等学校が主体となり、伊賀学検定主催元の上野商工会議

所との調整を行った。本調整により、上野高等学校内での受検対策セミナーの開催、および一般受検

者向けの伊賀学検定とは異なる日程・会場及び設問内容での検定実施が可能となった。 

 

なお、受託者であるデロイト トーマツ コンサルティング合同会社は、上野高等学校に対して本事

業及びパイロット事業の趣旨説明を行った他、事業の効果検証のためのアンケートの作成および集計、

上野商工会議所への経費支払に係る調整・手続きを実施した。 

 

2.3 市内外への PR 

 

パイロット事業実施にあたっては、各メディアへの情報提供を行い、市内外への PR を実施した。 

 

【毎日新聞 2017 年 1 月 26 日（地方版）より抜粋】 

伊賀のご当地検定「第１２回伊賀学検定」が２月１９日、ハイトピア伊賀（伊賀市上野丸之内）

と県のアンテナショップ「三重テラス」（東京・日本橋）で実施される。昨年は上級の合格率がはね

上がった。今年は別の日に、初級にあたる「高校検定」を初めて行い、県立上野高普通科１年生（約

２８０人）が同校でチャレンジする。検定実施委は「裾野を広げたい」と話している。 

 

【中日新聞 2017 年 2 月 24 日より抜粋】 

伊賀市上野丸之内の上野高校では、総合学習で初めて伊賀学検定初級を実施し、一年生二百八十

人が真剣な表情で解答用紙に向かった＝写真。忍者や忍術問題も出題された。 

受験後、●●さん（16）＝名張市百合が丘＝は「いつも通学で乗っている伊賀鉄道の問題もあっ

たが、難しかった。もっと伊賀のことを知りたいと思った」と振り返った。 

同校では、地域に貢献する人材を育成しようと、昨年四月から総合学習で、上野天神祭に参加し

たり、伊賀米生産者を訪問したりしてきた。伊賀学検定は本年度の集大成。市は生徒にアンケート

をとり、次年度からの U ターン者育成事業としても検討している。 
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3 事業効果の検証 

 

3.1 当初の期待効果 

期待効果は下記のように設定し、アンケートの設問を検討した。 

 

3.1.1 伊賀への愛着と誇りの醸成 

「伊賀学検定」の受検やそのための事前学習を通し、受検後に「伊賀への愛着」や「伊賀への誇

り」が醸成されることを、期待効果として設定した。 

3.1.2 その他の副次的効果 

上記の他、「地域や社会に貢献したいという気持ちになった」、「知り得た情報を人に伝えていきた

いと思うようになった」等、郷土教育による学びが次なる行動の動機づけとなることを副次的効果

として想定した。 

 

3.2 効果測定の方法とその結果 

上記の事業効果を検証するため、今回の事業の対象者である上野高等学校 1 年生に対し、受検後に

下記 5 つの設問から成るアンケートを実施した。 

 
 

各設問に対する回答は、次ページ以降順に示す。 
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問1. 伊賀学検定を受検して良かったと思いますか。また、その理由を教えてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【具体的な理由（一部抜粋）（詳細は p.11～12）】 

※ 「良くなかった」理由としては主に、通常の勉強との両立が難しい、受検の理由・意味が分か

らない、問題がマニアックであること、「分からない」理由としては、受検の理由・意味が分

からない、実施時期が不適切である、役に立つのかまだ分からない、メリットもデメリットも

あるという内容のコメントが寄せられた。 

 

問2. 回答するときに、受験勉強（事前講義や模擬試験など）以外で、「参考になった」「役に立った」

と思ったことがあれば教えてください。 
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問3. 本日は「伊賀学検定 初級」を受検しましたが、今後、中級・上級を受検したいと考えますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問4. 伊賀学検定を受検する前と、受検した後で何か変化がありましたか。当てはまるもの全てに○

をつけてください。また、○をつけた各項目について、具体的な考えを記述してください。 

 

  【具体的な考え（一部抜粋）（詳細は p.14）】 
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問5. これからも、伊賀に住み続けたいですか。その理由と、影響を受けたものや出来事を教えてく

ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  【具体的な理由や影響を受けたもの（一部抜粋）（詳細は p.15）】 
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3.3 効果の検証 

 

3.3.1 伊賀への愛着と誇りの醸成 

伊賀学検定受験を通して、約 14%の生徒（279 名中 40 名）が「伊賀のことが前より好きになった」、

約 25%の生徒（279 名中 68 名）が「伊賀に対して誇りを感じるようになった」と回答している（p.7）。

なお、そのうち 11 名の生徒は「伊賀のことが前より好きになった」とともに「伊賀に対して誇りを

感じるようになった」と回答しているため、重複を除くと以前より「伊賀への愛着」や「伊賀への

誇り」が増したと感じた生徒は全体の約 35%（279 名中 97 名）いたことが分かる。 

 以上のことより、今回のパイロット事業は「伊賀への愛着」や「伊賀への誇り」の醸成に一定の

効果が認められたものの、必ずしも全ての対象者の「伊賀への愛着」や「伊賀への誇り」を増進さ

せるには至っていないため、企画や事前準備・調整について今後検討の余地があると思われる。 

3.3.2 その他の副次的効果 

伊賀学検定受験を通して、「地域や社会に貢献したいという気持ちになった」（279 名中 17 名）、「も

っと伊賀のことを知りたいと思うようになった」（279 名中 34 名）、「知り得た情報を伝えていきた

いと思うようになった」（279 名中 24 名）、「家族/友人と伊賀について話す機会が増えた」（279 名中

34 名）と回答した生徒が一定数存在する（p.7）。ただし、約 45％（279 名中 126 名）の生徒は、伊

賀学検定の受験前後での気持ちの変化はなかったと回答している（p.7）。 

 以上のことより、今回のパイロット事業は、一部期待通りの効果が認められたものの、約 45％の

生徒には期待効果が現れなかったことから、事業効果を高めるためには、企画や事前準備・調整に

ついて今後検討の余地があると思われる。 
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4 今後への示唆・課題 

 

4.1 コンテンツ企画 

 高校生に対して郷土教育を提供する際は、学習意欲を高める取組みを併せて行う 

今回、伊賀学検定を受検して良かったと思わない、もしくは受検して良かったか分からない理由

として、受検の理由・意味が分からないこと（p.6）が多く挙げられていた。高校生に対する郷土教

育においては、学びの意味や有用性を事前に考える機会を設けることで、より学習意欲が高まり、

事業効果も向上すると思われる。また、「今ある物と関連付けていない。単なる過去を学ぶのは興味

がない」（p.6）という意見もあったことから、今後、伊賀の「今」を学ぶという視点を含んだ、生徒

のニーズ・関心に沿う内容を検討できると良い。上野高等学校からも「生徒に興味を持たせ、知識

をつけたいという気持ちを高めること」に引き続き努めると伺っている。 

 

 伊賀学検定を郷土教育コンテンツとして利用する場合、初級が適切であると思われる 

伊賀学検定初級に関しては、「全く知らない場所・人物・行事の存在が知ることができた」（p.6）

という感想もあり、伊賀への愛着や誇りの醸成に一定の効果をもつ郷土教育コンテンツであるとい

える。一方で、マニアックな内容という印象をもつ生徒もおり、中級・上級の受検希望者もあまり

多くない（p.7）ことから、郷土教育コンテンツとしては初級の利用が適切であると推察される。 

 

 事業効果を妨げないよう、実施時期を適切に設定する 

対象者が最も抵抗感なく参加が可能な時期を検討する必要がある。今回は、高校で実施している

隔週テストと同日で、かつ定期テスト前という日程であったため、「伊賀について知ることは良いが

時期が時期だけに微妙だった」（p.6）という意見があがった。学習に意欲的な生徒であっても、思う

ように伊賀学検定のために時間を割くことができず、事業効果を一部妨げてしまった可能性がある。 

 

4.2 コンテンツ事前準備・調整 

 趣旨に賛同する市内の事業者・団体との適切な連携により、より良い運営ができる 

コンテンツの実施に当たっては、市内の事業者・団体と適切に連携することで、事業が実現する。

今回のパイロット事業実施に当たっては、「受検者の裾野を広げたい」（p.4）という伊賀学検定実施

委員会の思惑と合致したために、高校内での受検対策セミナーの実施や日程・会場に配慮した形で

の伊賀学検定受検が可能となった。 

 

4.3 コンテンツの検証 

 コンテンツ改善のアイデアを得るため、可能な範囲で利用者からフィードバックを収集する 

単に効果を測定するだけでなく、コンテンツの対象者から改善のフィードバックが得られるよう

な設問の設定が重要である。今回は自由回答の設問も多く、様々な意見を収集することができた。 

 

 効果が現れなかった対象者の分析に用いるため、属性情報等を可能な限り収集する 

期待効果が現れなかった対象者に対してのアプローチを策定するためには、その後の分析が必要

となる。次年度以降、効果が現れづらい理由・条件に関して仮説を立てた上で設問を用意し、効果

が現れづらい人の属性（伊賀市在住の有無、出身地域など）・理由を特定できると良い。
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5 参考（アンケート結果より） 

5.1 問 1 の具体的な理由 

（問 1「伊賀学検定を受検して良かったと思いますか。また、その理由を教えてください。」） 
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5.2 問 2 で得られた主な回答 

問 2「回答するときに、受験勉強（事前講義や模擬試験など）以外で、「参考になった」「役に立った」

と思ったことがあれば教えてください。」 
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5.3 問 4 の具体的な考え 

問 4「伊賀学検定を受検する前と、受検した後で何か変化がありましたか。当てはまるもの全てに○を

つけてください。また、○をつけた各項目について、具体的な考えを記述してください。」 
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5.4 問 5 の具体的な理由 

問 5「これからも、伊賀に住み続けたいですか。その理由と、影響を受けたものや出来事を教えてくだ

さい。」 

 

 
 


